
札幌市産業振興ビジョン（案） 修正の方向性 

区分 主な意見 修正の方向性 新バージョンへの反映 

全
体
構
成 

【①ビジョン全般の構成】 

●全般的に総花的であり、この 10 年で何が

したいのか、どの分野に重点的に財源を投

入すれば良いのか分からない。最後まで読

まないと結論が記載されていないので、市民

には伝わりにくいだろう。 

 

【②ビジョンに基づく施策展開】 

●最後に重点となる「エンジン」が掲載されて

いるが、これに基づいて何を行うのかという

具体的な施策展開のイメージが伝わりにく

い。 

【①ビジョン全般の構成】 

●全体構成を第１部『総論』、第２部『各論』

など３部構成とする。『総論』には、ビジョン策

定の背景、目指す姿、施策展開の方向性を

盛り込み、『総論』を読めば、重点分野が何

かを含めた大枠を理解できるようにする。 

 

【②ビジョンに基づく施策展開】 

●「食」、「観光」など重点分野からも直接施

策展開をぶら下げることで、施策展開のイメ

ージを持ちやすいようにする。 

【①ビジョン全般の構成】 

●（｢資料２｣及び「資料４」p.14「施策体系図」） 

※全体構成では、「重点分野」が何かを明らかにするとともに、重点分野を含む全産業を高度

化するための手法となる「横断的戦略」と、札幌市経済の基盤となる「中小企業の振興施策」

の方向性を示した。 

 

 

【②ビジョンに基づく施策展開】 

●（「資料４」p.17：「食」の「基本施策」など） 

※例えば、重点分野「食」の具体的な施策展開として、「基本施策１：６次産業の推進による道

産食品の付加価値向上」など、個別の取組項目を「基本施策」として明記した。 

重
点
分
野
の
考
え
方 

【①重点分野に位置づけた理由】 

●「食」、「観光」、「環境」を「札幌市産業をけ

ん引するエンジン」としているが、重点を定め

る理由や考え方について、もう少し詳細な分

析が必要ではないか。 

 

 

 

 

 

【②「健康」の要素の打ち出し方】 

●「食」については、「医食同源」という言葉も

あるように、「健康」と一体である。もう少し「健

康」の要素を強く打ち出すことが必要。 

 

 

 

 

 

【③「ものづくり振興」の位置づけ】 

●「食」、「観光」、「環境」のエンジンのほか、

「ものづくり産業の振興」の必要性が記載さ

れているが、関連が分かりにくい。 

●北海道の一次産品に付加価値をつけるこ

とで、生産者を含めた北海道全体に利益が

及ぶようなダイナミックな記載が必要。 

【①重点分野に位置づけた理由】 

●重点分野を明確にする必要性を第１部

『総論』で記載し、第２部『各論』では、重点

分野に選定した背景、取組の方向性を明記

する。 

 

 

 

 

 

【②「健康」の要素の打ち出し方】 

●「健康・福祉」は今後需要が拡大すること

から、「重点分野」の一つに位置づけるととも

に、「食」の基本施策に、「食育・健康」の視

点を取り入れた食産業振興を盛り込む。 

 

 

 

 

【③「ものづくり振興」の位置づけ】 

●「ものづくり」については、「付加価値の創

出」という点で４分野を含む全産業にかかわ

ることから、「全産業を高度化するための横

断的戦略」の一つとして位置づけるととも

に、「食分野」を例に、付加価値創出の意義

を明確にする。 

 

【①重点分野に位置づけた理由】 

●（「資料４」p.10：『総論』(1)札幌市経済の成長をけん引する重点分野の明確化） 

「札幌市が独自性を発揮しつつ、足腰の強い経済基盤を確立するためには、「選択と集中」に

より、新たな経済成長の原動力を作り出すことが必要である。そこで、北海道・札幌の歴史・風

土から強みである「食」・「観光」、今後需要が拡大し、成長が見込まれる「環境」、「健康・福

祉」を重点分野と位置づける。」 

●（「資料４」p.15～p.29：『各論』の【重点分野に選定した背景】） 

※第２部『各論』では、重点分野のそれぞれについて、「重点分野に選定した背景」を明記し

た（「食」p.15,「観光」p.19,「環境」p.23,「健康・福祉」p.26）。 

 

【②「健康」の要素の打ち出し方】 

●（「資料４」p.26～p.29：「４今後需要が拡大する健康・福祉」） 

「（重点分野に選定した背景）…目前に控えた超高齢社会に備え、今後需要が拡大する分野

であり、食や観光資源など、札幌市の強みである分野とも大いに関連性があることから、「健

康・福祉」を重点分野と定めた。」 

●「資料 4」p.18：「１北海道の豊富な食」の「基本施策２」） 

「また、道産食品に対する市民の愛着を高めるため、食育や健康の視点を取り入れた食関連

産業の振興を図る。」 

 

【③「ものづくり振興」の位置づけ】 

●（「資料４」p.30～p.33：「１競争力を高めるための付加価値の創出」） 

「（前略）北海道で産出した一次産品について、原材料を供給するという形態から、可能な限

り、地元の北海道において付加価値を付けた商品として道外に販売するという構造へと機能

を強化していくことが必要である。そのことによって、製造業者はより高い利益を生み出すこと

になるとともに、オール北海道体制のもと産業振興に取り組むことで、生産者へもその利益が

還元されることにつながる。 

（中略）今後は、高付加価値型産業である食料品製造業などの製造業、バイオ産業、ＩＴ産

業、コンテンツ産業など「ものづくり産業」の振興を図ることで、個々の企業の競争力を高め、

販路の拡大につなげていくことが必要である。」 

資料３ 



区分 主な意見 修正の方向性 新バージョンへの反映 

札
幌
ら
し
さ
の
記
載 

【①札幌ならではの産業の位置付け】 

●札幌らしさを強く打ち出すべきであり、札

幌ならではの産業について、具体性のあるも

のにすべきである。 

●「食」、「観光」などの「重点分野」と、「スポ

ーツ」、「文化」などの「札幌らしさ」を同列で

議論しているが、「スポーツ」、「文化」自身が

主役となるのか、他の産業と連動して効果を

示すのか、位置付けがよく分からない。 

【①札幌ならではの産業の位置付け】 

●「施策展開に向けた視点」として、「創造

性を活かした産業の活性化」を挙げており、

「創造性」という統一した観点から「札幌なら

ではの産業」を横断的戦略として構築する。

具体的には、「積雪寒冷地技術」、「ウィンタ

ースポーツ」、「映像コンテンツ」、「音楽など

文化芸術」を、横断的戦略「創造性を活かし

た札幌らしい魅力の発揮」の中に位置づ

け、「基本施策」として明確化する。 

【①札幌ならではの産業の位置付け】 

●（「資料４」p.9～p.10：「（４）創造性を活かした産業の活性化」） 

「今後は、産業面においても積極的に創造性の考え方を取り入れることで、市民・企業の豊か

な創造性と産業振興を連動させ、札幌ならではの新しい産業を創出させる必要がある。」 

 

●（「資料４」p.38～p.41：「４．創造性を活かした札幌らしい魅力の発揮」） 

「札幌独自の地域特性や都市の魅力と、市民、企業の独創的なアイディアが融合して、札幌

の高いブランドイメージが築かれ、新たな創造的な産業が創出される可能性がある。」 

【基本施策１】積雪寒冷地技術の活用、【基本施策２】ウィンタースポーツによる産業の振興、 

【基本施策３】プロスポーツを軸にした活性化、【基本施策４】映像やデザインなどコンテンツ、 

【基本施策５】音楽など文化芸術の発信、【基本施策６】創造性を活かした文化産業の創出 

文
化
芸
術
関
連 

【①音楽関連分野の振興について】 

●音楽、演劇などについて、プレイヤーが集

まる街にすることで、文化芸術と産業が結び

つく。 

 

【②創造性のある文化産業の創出】 

●従前は、心の豊かさなど精神面での価値

を求めていたが、これからは、どのような産業

にするのかが課題であり、観光と結びつける

のは規定路線でしかない。 

 

【①音楽関連分野の振興について】 

●第２部『各論』「札幌らしい魅力の発揮」の

中で、市内外の演奏家等が札幌に集うことの

必要性を述べる。 

 

【②創造性のある文化産業の創出】 

●第２部『各論』「札幌らしい魅力の発揮」の

中で、創造性を活かして、新たな産業を生み

出すまちづくりを目指すことを明確にする。 

 

【①音楽関連分野の振興について】 

●（「資料」ｐ.41：「基本施策５：音楽分野を中心とした文化芸術の発信による地域経済の活性

化」 

「優位性のある音楽分野について、市民や観光客はもちろん、演奏家や音楽団体など、音楽

に携わる多くの人材が集い、にぎわいが生み出されるまちづくりを進める。」 

 

【②創造性のある文化産業の創出】 

●（「資料４」ｐ.41：「基本施策６：市民や企業などと連動した創造性のある新たな文化産業の創出 」

「アーティストやクリエイター、デザイナーなど創造的産業に従事する市民や企業などが次々に

生まれ、札幌市に定着し、そして、国内外に魅力を発信し、新たな産業を生み出すという、常

に独創的な産業が集積・創出するまちづくりを目指す。」 

北
海
道
の
中
の
札
幌
の
役
割 

【①北海道の中の札幌の役割の明確化】 

●北海道経済全体の発展のため、札幌市

の持つ都市機能を、道内の他市町村に十

分活用してもらうという視点が必要。 

【①北海道の中の札幌の役割の明確化】

●第 1 部『総論』に記載した「施策展開に向

けた視点」において、「北海道経済の中心

都市としての機能・役割の発揮」と「オール

北海道体制での産業振興」を掲げ、北海道

経済の中心としての札幌市の役割を明記す

る。 

【①北海道の中の札幌の役割の明確化】 

●（「資料４」p.8～p.9：「施策展開に向けた視点」 

(1)北海道経済の中心都市としての機能・役割の発揮 

「札幌が有する都市機能を、北海道の他市町村にも十分に活用してもらうことが、札幌市経済

はもとより、北海道経済全体の活性化につながる。札幌市は、道内市町村との連携を図りなが

ら、北海道経済全体を下支えするという役割を担い、様々な産業振興策を展開していく必要

がある。」 

 

(2)国・道・経済団体等と連携したオール北海道体制での産業振興 

「北海経済全体の発展を見据えて札幌市経済の活性化を目指すためには、札幌市だけでは

なく、国、北海道、道内市町村など公的機関、地元の企業・事業者で構成される経済団体、

金融機関、大学等の教育研究機関との連携を積極的に進め、オール北海道体制での産業

振興に取り組む必要がある。」 



 
区分 主な意見 修正の方向性 新バージョンへの反映 

食
と
観
光 

【①「食」をテーマとした観光振興】 

●北海道の情報を札幌で集約して発信する

という視点としては、「イートツーリズム」という
形態もある。 

【①「食」をテーマとした観光振興】 

●第２部『各論』「ニューツーリズムなどの新し

い観光メニューの開発」の中で、食と関連付

けた観光振興の必要性を明確にする。 

【①「食」をテーマとした観光振興】 

●（「資料４」p22：「基本施策３：ニューツーリズムなどの新しい観光メニューの開発」） 

「観光客のニーズに的確に対応し、新たな観光需要を創出するため、体験型、交流型観光な

どニューツーリズム型の観光メニューの開発を促進する。例えば、北海道の強みである食をテ

ーマとした道内他都市との連携によるフードツーリズムを促進するほか、ヘルスツーリズム、ア

ートツーリズムなど、新しい観光メニューの企画を促進する。」 

 

販
路
拡
大(

卸
の
活
性
化)

 

【①卸売業の活性化】 

●札幌市の産業構造上最も大きな位置を占

めるのは、第３次産業、特に卸売業である。も

のづくりの必要性などは詳しく述べられてい

るが、卸売業の活性化の視点は弱いのでは

ないか。 

【①卸売業の活性化】 

●第２部『各論』「グローバル化への対応と販

路拡大の推進」の中で、「販路拡大への商

流・物流ネットワーク体制の強化」という項目

を設け、卸売業の活性化の視点を盛り込

む。 

 

【①卸売業の活性化】 

●（「資料４」ｐ37：「基本施策３：販路拡大に向けた商流・物流ネットワーク体制の強化」 

「道外、海外へ販路拡大を希望する企業が抱える諸課題などに対する障壁を解消するため、

札幌市に集積する情報や卸機能の特徴を活かし、マーケティングや販路開拓を担うネットワー

ク体制を強化することで、安定的な商流・物流の確保を目指す。」 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化 

【①ロシアの位置付けについて】 

●今後、北海道との地理的近接性や積雪寒

冷の気候条件を考慮すると、ターゲットとす

べき相手はロシアではないか。ロシアとの関

係をダイナミックに打ち出して欲しい。 

 

 

 

 

【②双方の人材交流について】 

●来札している留学生を活用するという視点

は触れているが、逆に、道内の学生や若者

を中国、韓国など東アジアに留学させる動き

を作り、人材を育てることが必要。 

 

【①ロシアの位置付けについて】 

●第２部『各論』「グローバル化への対応と

販路拡大の推進」の中で、中国のほか、ロシ

アをターゲットとすることを明確にするととも

に、基本施策として、「中国東北部やロシア

極東部への積雪寒冷地技術の海外事業展

開」にも触れる。 

 

 

【②双方の人材交流について】 

●第２部『各論』「グローバル化への対応と

販路拡大の推進」の「海外企業との架け橋と

なる人材の育成」の中で、双方向の交流の

必要性を述べる。 

 

 

【①ロシアの位置付けについて】 

●（「資料４」p.36～p.37：「３．グローバル化への対応と販路拡大の推進」 

「今後は中国をはじめとしたアジア諸国やロシアを重要な海外の拠点として、企業の販路拡大

を促進するなど、グローバルな視点を持った海外戦略を構築することが求められる。」 

●（「資料４」 p.36：「基本施策１：積雪寒冷地技術など強みを活かした海外進出の促進」 

「気候条件が類似し、北海道に近接する中国東北部やロシア極東部に対し、積雪寒冷地独

自の高い技術を有する農業、製造業、建設業などの企業による新たな事業展開を促進す

る。」 

 

【②双方の人材交流について】 

●（「資料４」ｐ37：「基本施策４：アジアなど海外企業の架け橋となる人材の育成」 

「札幌市と海外との企業、市民レベルでのネットワークの構築を目指し、札幌市での留学やビ

ジネス経験がある外国人の活用や、教育機関・関係機関との連携によるアジアへの留学の促

進など双方向の交流を通して、世界に通用する人材の育成を図る。」 

 

 


